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心筋小胞体 (C S R) Ca-ATPase は CSR膜に存在する膜蛋白質ホスホランパンによって、活性が調
節されている。ホスホランパン (26kDa) は cAMP依存性キナーゼにより燐酸化されCa-ATPase は










(Glu -Met -Pro -Gln -Gln -Ala) に基づいて32種類のプローブDNAを合成し，これを用いて犬心
室筋の cDNA ライブラリーよりホスホランパンをコードする cDNA クローンを選別した。約3 ，000 コロ
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ホスホランパンが膜蛋白質であることから， N端側(ドメイン 1 )は細胞質側に面し， C端側約22ア
ミノ酸残基(ドメイン II) が CSR膜中に埋もれていると考えられる。 Simmerman等の報告から Ser16
と Thr17が，それぞれA キナーゼ及びカルモジュリン依存性キナーゼによる燐酸化部位であると考え












から成ること，分子は主に α ーヘリックスから成り， N端は親水』性で Ser16 ， Thr17がそれぞれcAMP及
びカルモデュリン依存性キナーゼによ燐酸化されることを明らかにした。更に，この部分が燐酸化され
ると 21番目のプロリンを境として構造変化が起こり，その結果ATPaseに対するホスホランパンの抑制
作用が解除されATPase活性が著名に冗進するもの考えられる。
以上の知見は，ホスホランパンによる Ca輸送ATPaseの調節機構を分子レベルで説明するものであ
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り，カテコラミンの心筋拍動調節機構を解明する手掛かりとして重要であり，学位論文に値すると考え
られる。
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